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 著者は、本論文において、日本における健常高齢者および発達障害の ADHD 傾向者に関して、新
規に作成した課題を含めて、空間的注意および危険感という要因から、人の移動時注意不全に関する
比較検を行っている。その結果、両者の特徴的な不注意の傾向を明らかにしており、さらに、結論
部では移動時注意不全に関するモデル化を行い、その中での違いにも言及している。健常高齢者の
移動時注意不全の解明は高齢社会の日本における喫緊の課題であり、さらには発達障害に関する知
見も得ている。発達障害の ADHD 傾向者の移動時注意不全に関する研究は、日本では過去に行われ
ておらず本邦初であり、それと健常高齢者の移動時注意不全の比較から、両者の安全教育の力点の
違いを示唆する結果を示せたことに価値が大きく、博士論文として高く評価される。 
平成３１年１月１７日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（障害科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
